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ク
マ
は
本
来
、
人
を
避
け
て
森
深
く
で
暮
ら
す

動
物
で
す
。
し
か
し
近
年
、
本
来
の
生
息
域
で

は
な
い
人
の
生
活
圏
で
の
出
没
が
全
国
的
に
増

え
て
い
ま
す
。

高い学習能力

時速40-60km

鋭い嗅覚

子連れ母グマは
特に危険！

一度餌を食べた場所
を忘れず、執着する

全力疾走しても
追いつかれる

犬より鋭い嗅覚で、
食べ物の匂いを遠く
から察知する

子グマのそばには必ず
母グマが。母グマは特
に攻撃的。

・�前と後ろで足跡が
違う
・�５本指の跡があり、
４本指のイヌと異
なる

・�大きさは握りこぶしほど
・�消化能力が低く、種や繊維
などが残っている
・�食べるものによって形状・
色が変わる（柿ならオレン
ジ色っぽいなど）
・�排せつ物特有の臭いはほと
んどない

生活サイクル 山形市の現状

山菜シーズンと
重なる活動期。
若グマの移動で
出没が増えます。

繁殖期でオスが
行動圏を拡大。
農地周辺での出
没に注意。

冬眠前の飽食期。
キノコシーズン
とも重なり事故
が多くなる傾向。

11月頃から４月
頃まで冬眠。出
没はほぼありま
せん。

春 夏 秋 冬
５月ごろから多くの目撃情
報が寄せられており、これ
まで山際の一部エリアに限
られていた出没が、住宅地
の近くや農地周辺など、人
の生活圏内でも増えてきて
います。

フン

足跡

爪痕

前足

後足
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山形市では、クマの出没情報をLINEでリアルタイム
に配信しています。お住まいの地域の情報をいち早く
受け取るために、今すぐ友だち追加を。

山形市LINE公式アカウントでクマ情報を発信中

☎641-1212（内線456）

クマの痕跡を見つけたら…

市へ連絡！

多くの場合、威嚇突進のため
途中で止まります。
間に障がい物がくるよう後退
し、目・鼻に向け撃退スプレ
ーを噴射するか、うつぶせで
頭と首を覆う防御姿勢をとり
ましょう。

かわいくても絶対に近づか
ないでください。子グマを
守ろうとする母グマが突然
現れることがあります。声
も出さず、ゆっくりとその
場を離れましょう。春は特
に注意です。

突進してきたら…突進してきたら… 子グマを発見したら…子グマを発見したら…

それでも遭遇してしまったら…？それでも遭遇してしまったら…？

20m
以内

50m
前後

長距離

大声・走る・背中を向けるは厳禁。
目を離さずゆっくり後退してくだ
さい。

両腕を振り存在を知らせながら、
障がい物を間に挟んでゆっくり後
退しましょう。

気づいていない場合は、声を出さ
ずゆっくりその場を離れましょう。

入山&農作業時は細心の注意を入山&農作業時は細心の注意を

生活圏に寄せ付けない生活圏に寄せ付けない もしもの時を想定するもしもの時を想定する
クマは匂いで食べ物を探します。一度餌を得ると、
その場所に執着し、何度も戻ってきます。クマを寄せ
付けないよう、食物やゴミの放置はやめましょう。

山菜採り・キノコ狩りはクマのテリトリーに入る行為です。
また、農作業時も注意が必要です。以下の点に注意しましょう。

クマは住宅地・市街地にも出没する可能
性があります。もしもの時を想定し、
日頃から注意を払って行動しましょう。

3つの心構え3つの心構え

•ラジオなど音の出るものを携帯
•複数人で行動
•見通しの悪い場所では声を出す

・出没情報をこまめにチェック
・早朝／夜間の散歩は避ける
・通学路／�地域で注意の声

がけをする果樹・野菜の採り
残し放置

キャンプ・BBQ・
芋煮の食べ残し放置

ゴミの日前夜の
ゴミ出し

鉢合わせを防ぐために
知っておきたい

近づかない方がベター

やぶや暗い場所 河川敷

出没情報のあった場所
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地域を守る
地域を守る"実施隊"って
"実施隊"ってなに？なに？

鳥獣被害対策実施隊は、クマ・イノシシ・サルなど野生
鳥獣の被害を防ぐために市が設置している組織です。山
形猟友会から推薦された隊員が、市の非常勤職員として
活動しています。

鳥獣被害対策課

鳥獣被害対策実施隊　副隊長
青山（山形猟友会会長）

わなの見回りや追い払い
パトロールなど、市民の
安全を守るための活動を
日々行う。

令和８年度に新設。出没情
報の発信や注意喚起、補助
制度の運用を担うとともに、
実施隊の活動支援を行う。

実施隊に入るには？
地域を守る鳥獣被害対策実施隊は、特別な経験がなく
ても参加可能です。入隊には山形猟友会への入会が必
要ですが、未経験の方も広く受け入れています。活動
を通じて狩猟の技術や知識を学べるほか、狩猟免許取

得費用の補助制度も用意されています。「市民の安全を
守りたい」という思いが、活動の第一歩となります。

わなの見回りパトロールわなの見回りパトロール

▶ まずはお気軽にご相談ください 

実
施
隊
に
聞
く
、

実
施
隊
に
聞
く
、

＂守
る
＂現
場
の
リ
ア
ル

＂守
る
＂現
場
の
リ
ア
ル

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
日
々

現
場
に
立
つ
人
た
ち
が
い
る
。
鳥

獣
被
害
対
策
課
の
取
り
組
み
と

実
施
隊
の
言
葉

　
市
内
の
ク
マ
出
没
は
昨
年
度

３
７
４
件
で
、
今
年
度
も
人
の
生
活

圏
で
の
出
没
情
報
が
相
次
い
で
い
る
。

市
は
対
応
の
迅
速
化
・
効
率
化
の
た

め
、
業
務
を
一
元
化
し
た
「
鳥
獣
被

害
対
策
課
」を
新
設
。「
市
民
の
安
全
」

を
最
優
先
に
、
緊
急
銃
猟
の
実
地
訓

練
や
A
I
カ
メ
ラ
の
設
置
計
画
、
独

自
の
「
地
域
ぐ
る
み
鳥
獣
被
害
対
策

事
業
」
な
ど
多
角
的
な
体
制
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　
そ
の
最
前
線
で
動
い
て
い
る
の
が
、

猟
友
会
の
推
薦
を
受
け
市
の
非
常
勤

職
員
と
し
て
活
動
す
る
「
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
」
だ
。
隊
長
（
鳥
獣
被

害
対
策
課
長
）
の
指
示
に
基
づ
く
業

務
は
日
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
か
ら
、
農

作
物
被
害
の
対
策
、
フ
ン
や
痕
跡
通

報
時
の
現
場
確
認
、
追
い
払
い
や
捕

獲
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。

　
現
場
は
困
難
を
極
め
る
。
副
隊
長

の
青
山
氏
は
「
特
に
住
宅
密
集
地
で

の
対
応
や
、
わ
な
の
中
に
ク
マ
を
誘

引
し
て
行
う
捕
獲
は
、
近
隣
住
民
の

危
険
度
も
高
ま
る
た
め
判
断
が
非
常

に
難
し
い
」
と
語
る
。
相
手
は
賢
く

対
策
が
し
に
く
い
サ
ル
や
人
に
対
し

て
全
力
で
突
進
し
て
く
る
イ
ノ
シ
シ
、

想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
身
体
能
力

を
持
つ
ク
マ
。
常
に
大
き
な
危
険
が

伴
う
上
、
命
と
向
き
合
う
過
酷
な
現

実
を
抱
え
な
が
ら
市
民
を
守
り
続
け

て
い
る
。

　
10
年
前
と
比
べ
、
鳥
獣
の
生
息
域

は
山
か
ら
人
里
へ
移
っ
て
き
た
。
青

山
氏
は
「
自
然
の
再
生
力
と
人
間
と

の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
き
て

い
る
」
と
指
摘
す
る
。
被
害
を
防
ぐ

に
は
、現
場
の
対
応
だ
け
で
な
く
「
近

づ
け
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
」
と
の

両
輪
が
不
可
欠
だ
。
ク
マ
や
イ
ノ
シ

シ
の
移
動
経
路
と
な
る
や
ぶ
や
河
川

敷
の
刈
り
払
い
、
生
ご
み
や
熟じ

ゅ
く

し
た

果
実
の
放
置
防
止
な
ど
、
自
ら
の
防

除
の
必
要
性
を
理
解
し
、
市
民
一
人

一
人
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
狩
猟
者
の
社
会
的
必
要
性
が
再
認

識
さ
れ
る
今
、
青
山
氏
は
こ
れ
か
ら

実
施
隊
を
目
指
す
人
へ
思
い
を
託
す
。

「
市
民
の
安
全
に
直
結
す
る
公
益
性

の
あ
る
重
要
な
仕
事
。『
安
全
を
守

り
た
い
』
と
い
う
強
い
気
持
ち
や
責

任
感
を
持
っ
た
方
が
向
い
て
い
る
」。

地
域
一
丸
と
な
っ
て
命
と
暮
ら
し
を

守
る
重
要
性
は
、
今
後
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
。

�問　 鳥獣被害対策課　☎内線456

4

�問　 鳥獣被害対策課　☎内線456

地域で取り組む地域で取り組む
鳥獣対策鳥獣対策

鳥獣による農作物被害は市全体で年間3,750万円にのぼります（令和７年度）。
皆さんの安全で安心な生活環境を守るため、市では、農作物被害や生活環境
への影響を防ぐための各種補助制度を設けています。

3,7503,750
令和7年度

農作物被害総額

クマによる枝折り サルによる食害 イノシシの掘り起こし

クマ・イノシシなど
の侵入を防ぐ電気
柵・ワイヤメッシュ
柵の設置費用を一部
補助します。

野生鳥獣の移動経路
になるやぶの刈り払
いや、誘因物になる
不要果樹の伐採費用
を補助します。

カラスやムクドリな
どへの防除機器・レ
ーザーポインターを
無料で貸し出してい
ます。

ハクビシン・タヌキ用
の小型箱わなを無料
で貸し出しています。

銃器やわなの狩猟免
許を新たに取得する
場合、取得費用の一
部を補助します。

私たちが一緒に対策を考えます

電気柵等設置補助 やぶ刈り・果樹伐採
の補助

鳥類用防除機器の
貸し出し 箱わな貸し出し 狩猟免許取得

補助

被害にお困りの方は、市に相談を被害にお困りの方は、市に相談を

こうならないために…こうならないために…

電気柵の設置で農地
への侵入を防ぎます。

採り残した果実は放置
せず速やかに収穫を。

やぶの刈り払いでク
マの隠れ場所をなく
しましょう。

地域みんなで出没情
報を共有しましょう。

農家・地域でできる対策農家・地域でできる対策

万円
3,7503,750
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